
◆骨粗しょう症とは
骨の強度が低下して、骨折しやすくなる骨の病気を「骨粗しょう症」と言います。
骨粗しょう症により骨がもろくなると、つまづいて手や肘を付いた・くしゃみを
したなどのわずかな衝撃で骨折してしまうことがあります。
がんや脳卒中、心筋梗塞のように直接的に生命を脅かす病気ではありませんが、
骨粗しょう症による骨折から、介護が必要になる方もいらっしゃいます。
骨粗しょう症は、痛みなどの自覚症状がほとんどないため、定期的に骨密度測定
を受けるなど、日ごろから細やかなチェックが必要です。

◆骨粗しょう症により折れやすい部分
背骨（脊椎椎体）
脚の付け根（大腿骨近位部）
手首（橈骨：とうこつ）
腕の付け根（上腕骨）

骨粗鬆症財団： https://www.jpof.or.jp/

https://www.jpof.or.jp/

